
令和６年度 学校評価（生徒）【集計（グラフと自由記述）と今後の対応】 

 
【今後の対応】 

・友達と話すこと、部活動に対する満足度が高くなっている。引き続き、生徒間の良好な対人関係、自己肯定感

を感じられる教育活動の推進に努めていく。 

 

 

【今後の対応】 

・７割強が「自分の成果と課題を知っている」と答えている。自分の次の目標を意識して学習することで、学習

効果は大きく高まる。また、自己認知を高めるためにもこの割合をあげていきたい。 



 

【今後の対応】 

・６％の「だれもいない」に注目しなければならない。保護者との情報共有に努めるとともに、相談しやすい雰

囲気作りに努め、生徒の心理的安全性を向上させることが重要。 

 

 
【今後の対応】 

・８割以上の生徒が「いる」と答えていることから、先生方が日頃から生徒一人一人に寄り添って指導している 

ことが読み取れる。 

・17.４％の「いない」にも留意する必要がある。より、自分の意見が言える、気軽に相談ができる環境作りに努

めたい。 

 

 



 

【今後の対応】 

・20.4％の「ある」のうちには、まだ意見として出ていないものがあるだろうことに留意する必要がある。援助

希求のできる雰囲気と信頼感を高めなければならない。 

 

 

【今後の対応】 

・約 90％の「はい」から、日頃から生徒に対し丁寧な関わりが実践されていると読み取れる。今後も「自分は、

生徒にとって『社会人としての手本』である」ことの意識を高め、生徒との関わりに臨みたい。 

 

 



 

 「わかるまでていねいに…」、「失敗や間違いを…」は、昨年度より順位が上がっている。 

 

 

 

【今後の対応】 

・9７％以上の生徒が「いる」と答えていることから、先生方が日頃から生徒一人一人に寄り添って指導している

ことが読み取れる。 

【今後の対応】 

1 話し方、説明が分かりやすい。 ２ わかるまでていねいに教えてくれる ３ パソコンやテレビ、タブレット

（iPad）を使っている。 ３ 失敗や間違いをしても温かく見守ってくれる。 



・2.６％の「いない」にも留意する必要がある。より、自分の意見が言える、気軽に相談ができる環境作りに努め

たい。 

 

 

【今後の対応】 

・9７.５％の「はい」から、日頃から生徒に対し丁寧な関わりが実践されていると読み取れる。今後も「自分は、

生徒にとって『社会人としての手本』である」ことの意識を高め、生徒との関わりに臨みたい。 

 

 

 


